
　　桜台東部地区　重点地区まちづくり計画（原案）　【概要版】

令和２年３月 令和２〜４年度 まちづくりの方針等の検討 令和５年度以降
〇まちづくりのルールづくり（地区計画、新たな防火規制等）

〇道路整備・公園整備・建築物の共同化（密集事業）
〇桜台らしい駅前空間の整備
〇安全・安心に関する取組 など

まちづくりの
実現へ

重点地区
まちづくり計画を
検討する区域の指定

災害に強い、
安全・安心なまち

誰もが集える、
生活しやすい便利なまち

みどり豊かな、
居心地のよいまち

１ 地区の現況と課題 ２ 地区の将来像

公園・みどりの方針

住環境の方針

・防災機能を確保した震災時にも役立つ憩いの場となる公園の整備

まちの目標

※補助172号線の整備が具体化される際には、周辺のゾーニングを再度検討する。

土地利用方針

まちづくり計画図

・消防活動困難区域の解消を目指した防災上必要な道路の整備
・震災時の火災の延焼拡大や建物倒壊の低減を目指した老朽化した
木造住宅の改善（不燃化建替え・耐震化・共同化）

防災の方針

３ まちづくりの方向性

・危険なブロック塀等の撤去促進（ルールづくりの検討等）と
防災設備の効果的な活用

・災害リスクの共有と体験を通じた地域全体の防災意識の向上

・静かで豊かな住環境の保全をするためまちの良さを守る取組を推進
・狭あいな道路の解消や歩きやすい歩道等の実現を目指した安全に安心
して歩ける歩行者空間の整備

・日常的な生活のにぎわいのある桜台らしい駅前空間の創出
（未利用地等の活用・街並みの誘導）

・交通安全や防犯対策など日常の安全・安心への取組を推進

・みどりの保全と創出（生産緑地等の保全・沿道緑化の促進）

桜台駅周辺ゾーン
桜台駅を中心としたにぎわいの創出や住宅と調和した桜台らしい魅力ある商店街を形成する。
住宅・商業共存ゾーン
住宅と商業用途が共存する利便性の高い中低層の市街地を形成する。
低層住宅ゾーン
現在の閑静な生活環境を保全するとともに、道路や公園などの都市基盤整備や不燃化の促進に
より、安全性の高い低層住宅地の形成を図る。
中低層市街地ゾーン
桜台通り・正久保通りの沿道周辺の住宅と調和した中低層の市街地を形成する。
都市型沿道ゾーン
環七通り・千川通り沿道に延焼遮断機能をもつ市街地を形成する。

対象区域：桜台一丁目、二丁目、三丁目および四丁目の一部（約50.6ha）

＊消防活動困難区域の解消を目指した既存道路の拡幅

東部地区

４ まちづくりの進め方

まちづくりの実施に向けた検討

決定説明会等説明会等
案の作成素案の作成

重点地区まちづくり計画

議 案 第 １ ８ 号

説 明 資 料 ②

《まちづくり協議会》
まちづくり構想
検討→区へ提出

地域住⺠の皆様へのアンケート


